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最初に 申 上げて をきたい ことは、 をは ユダヤ 巧 巧を 巧 
•わる 者ではありません 。巧つて じの 講習を の语を 
^ >に|||レス&<0|^ぅた權巧でわるといムやぅなことはご 
.'ざ レ げん •ザ!^ 巧し •み 年 か 巧 間 囲を 巧 巧して をり ま 
•す ど、‘. ♦ど.^ 心で- ス まる 程 巧まで ユダヤ 巧涵が 巧らない と 
一み 巧 巧ぶ のな 巧 巧つ かない ことを 發 見す るので ありま 
:ネ J 扣も ft } ダヤ のを 謀に » すと レム ことは わ 巧の 巧 
'巧を 51 わ！ E 4 で^なし •おおな ことで も わると 考 へます 
.が、. ぶ Hjnp ホ ！ w 」 A ダヤ巧 巧が 巧らなくて は 巧を か 巧 巧 
ぶは 奇 も^^でのを 巧に 巧て これ ミ？ 參 。ミした 
わりまして、 これにぶ いて 話を する ので 
わります •。巧して 巧 おのを なに 召す やうを 结が出 巧る か 
どうか、 そこは む 巧を いので わります が、 どうぞ そのを 


巧り でを 巧き 巧 ひたいと ぶ ひます。 

巧 田 ホ 生から おなしに をり まし ホ やうに、 なの 巧 目は 
『す 論界 にがけ る ユダヤ 巧 力』 とい ム C とで わりまず。 
資 はこの 巧 巧を 巧 巧に 引 さけました のでみ りまず が • を 
から 考 へて みます と 非常に 旧 介た 巧 巧で わります？ 1 
界 にがけ る ユダ卞 の g 力と いふ ものは® めて 巧を. 巧 瓜 
•まして 巧 巧の お ホ もを ければ、 誤 みのお 地 もな 
り ± す 。なつて その 巧を する ことに なれば 一* 例^げ 
て、 巧 ゥいム R でぁると いム ことわが お 巧す •るな かに > 
•法は ない。 さう いふ C とは 甚だ あほで みり まずから おは 
を 巧を 變 へて、 只今み 田 ホ 生が 巧 はれました やうに' 前 
の 化 巧 大跋及 それの 巧みを つけたと ころの ヴ* ル サィ ユ 
巧め、 さう いふ ものに おして ユダヤの 巧 力が ど クいム 技 
にのを 巧け たか. どうい ムが 巧を 及 だした かと いんこと 
をを 巧し する 巧り でございます。 その 巧を お & ます 上に 
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がて、 その 間にを M をょ び 巧 曲 お 者の ことが 巧て さ 〇 を 
す •ですから おが 必ずしも 今日の 短を をれ ておして ゐる 
のでは ない とい ム ことを 巧 窺 巧 厨 へれば を おに なじま 
す。 巧し 巧 曲の ことを を 巧に 一 ま 申 上 ザ てをきを すが、 
•ュ グヤ 人が ぞ薪 巧言 おお 巧を どうい ふ 度に 見て ゐ るか、 
且つ それを どうい ふを に 巧 用し、 おおしょ うとして ねる 
かとい ふ C とを 6 巧 的に 申 上げて 巧 文の 代りにる しを 
す • • 

ユダヤと 言 

ュダャ 民族が す 論 巧 おを どうい ム 巧に 見て ねる かとい 
. ふことは おも 快 巧に プロ ト n 1 ルに 巧て をり ます。 プロ 
トコ I ルと いふ ものは、 巧さん 巧に 巧 存知 かも 知れ-ませ 
ん が、 これは ュグャ 巧 族の 世 巧 ffi 版の 大お 謀の 巧を 及 そ 
れをま 巧す る 方法を 巧 わに 巧いた もので わり i して’ こ 
れ が出來 わのは 前世紀の あ 0 •一八 九と 年 スィ 7 ッルの 
パ I ゼルに 聞かれた 巧 一回の シオ = スト 大 をで 化來 上つ 
. たもので ホり ます。 それが どうして ュグ卞 人な ホに 巧れ 
ホ か、 は 面白い K ピソ I ドです が、 ちくを ります からこ 
t では 巧し ます。 この ホの 中に ち 論な 曲に ついて 巧う い 
ふこと をす つて わります。 


ご 

『み 巧を 巧が ま 配して ねる ま 論 巧 巧は ほ大 をる 力を 待 
ろ’ 巧 ホの むは これに 巧つ てま 配され てゐ る。 す 論 巧 
巧は 民衆の 切 «な 巧 ホを を 表 もし、 す や もを 表し. ょ 
を 時にはち ホの 巧に 不 巧を 强巧 する こと も わる。 再洽 
の 自由と いふ ことは、 す 静路關 にを つてな めて* 現さ 
れ るので ぁるが、 を 困を 巧は 言論 巧 閒の巧 値を 知らな 
い。 それ 巧に それは をに 吾 A の 巧 中に 入つ た^き* は 
背 巧に々 を a しつ、. それに 依つ てみ 力を 巧き 上げる 
ことが 出 ホた。 まを 吾々 は 夕* の 化を 流しは しわが、 
これに 依つて 多モ のが 金を おを 。 J 
C れ はす ム で みれば 言論 巧 閲の街 値に ク いて すつて t 
るので ぁります。 それからもう f つ 

『す 論 巧 おは おに 巧が しなければ ならない。 文 単の 巧 
も 統制の 下に おかなければ ならを い。 吾々 はげ 刷され 
た 思想の 巧ての 巧を 吾々 の 手に しつかりと 取られ けれ 
ば をらない。 併しながら、 吾々 は 瓦に ネ 盾す るが 巧と‘ 
か、 論文と かい ム やうな ものを 言論が 巧に おまさせ て 
ホ 思を して 何等かの 巧 想を 抱かせる やうに しを ければ 
■ならない。 ま* はゴィ (非 ユダヤ人) におして、 スボ 
1 ッ とか、 巧 巧、 奴' 樂 、劣 巧、 さう いふ ものを おつて 
巧 等のを 息を む 治から からす やうに しなければ なられ 
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巧う いふ ことを 言つ てを ります。 これを 言 ふて みれば 
言！！！！# 巧の 活用 法を 說 いて ゐ るので わり i す。 これに 依 
つてが ります やうに、 ユダヤち 族は 非常に 言論が 關に厘 
.きをを いて ゐ る* がつ てこれ を どうい ム 風に 現在 巧つて 
ゐるかといふと、 巧從法、 利用をはいろ^わるのでを 
ります が、 を 巧の 巧の ついて をり をす ことは’ 巧 一巧に 
A ダヤ 人が ユダヤの 名 巧を 出して 巧 M •巧 誌を 巧 巧す 
る、 さゥ して それに あつ P •論随 を おる。 巧 二には 巧 通の 
巧扣 ，を 巧の 巧を の 巧を を 巧して、 これに 依つて 論陣を 
おる。 を 巧の 新聞と 申す のは 『-- ュ 1*31 ク •タイム 
ス」 とか 『ロンドン •デ イリ I •テレグラフ k とい ムも 
のを 指す のでぁりまして、 巧 通の 新曲で わります が、 ユ 
グヤ 人の 巧 曾に 屬 してを ります •第 S には 通 宿れを 結を 
して ュ》 I スを 供給し' をは ュす IK を 作製す る。 御を 
なの 巧 0 イギリスの 『ルー タ IJ ’ フランスが 降參 する が 
に 待つ てを りました 『アバ K 」 とい ふのは ユダヤ人が 巧 
» して わるので みり ます。 アメリヵ にがては 『 A « PJ ' 
とか 『 b とい ふやう を 大きを 通信な があります。 
これは 巧 巧に ユダヤ人が 経泛 して ゐ るので e たいけれ ど 
も、 阳 あめには ユダヤ人の 巧 力の 下にる るので わり ま 
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す。 第 四には ユダヤ人が 目ら’ 新曲 紀 巧、 或は 寄な おにな 
つて 巧を おつて 蔑 論、 ホ お 等を やる のであります •巧 豆 
には ユダヤ人が (まとして 商人で がります が) 自み 等の 
ためにが 合の 惡い讓 論な り ホ おなりを する 新聞 •雜 おに 
おして ボイ コプトを する。 不貸同 巧 又は 巧吿を 化さない 
とかい ム やうを ことを する。 新 M にしろ、 雑誌に しろ そ 
の おを は 平時に おき ましでは 主として 巧 吿の化 入に 巧る 
のでを ります。 • 

特に アメリカ とか、 イギリス とかい ふや うれが おにち 
大を 新聞を 出す ところでは 新曲の 涩 をを 巧上ガ けで 贿ム 
ことは 曲 巧 A い。 廣吿 巧に 巧 0 て贿ム 。これを ユダヤ人 
ボボ イコ ブトす る •何 處の國 でも ー ホ 大きな 巧吿 とい ム 
ものは モ時 にがては デ パ ー ト 、女の 化粧品、 白 巧 巧 等の 
廣吿 でありを すが、 さう いふを おは 大お ユダヤの 手中に 
あるので ありを す。 それに ボイ n ブトされ ると 巧 M の お 
理が 不可能になる のであります。 その 例と しでは、 アメ 
リカ にがては 御み かの 新 W 王 <1 スト。 巧 山の 新 的を 出 
して ゐる巧 力を であり ますが、 それでも ユダヤ人の 忌 巧 
に 巧れ ますと、 ュ 》 I •ョ I ク から 出して をり i し ホ 
『-1 ュー •ョ I ク •アメリカン』 とい ム のを 巧刊 しなけ 
れ ばなら をかつた ので わります。 巧 K には 自み 巧に 不が 

• 云 


猶太 民族 ♦WWMa 

なな 出が かを 真 占める •さう いふ 例は！ t 山あります •こ 
のプ n 卜 n 1 ル をん かも 巧 米では 巧 巧から をを おしまし 
た •をな ユダヤ人が 頁 上げて を ふので わります。 おの 持 
つて ゐる 本で 口， K チャィルド 巧の 傅 おを をいた ものが わ 
りを すが、 これは 第一を を 曲した だけで 巧 巧に なつても 
ります。 その他い ろ < あります が、 巧う いふ 方まで ユ 
ダヤ 人は 完全に サ ホの 言論を n ン トロ I ルして をつ ホの 
であるが、 ドィツに ヒ 7 トラ ー、 ィ タリ I にムブ ソリ| 
- I が 出、 日本が 滿洲を 巧で 巧盟 にが 跋 する やうに をつて 
からすつ かりこの おが 崩れて 巧つた。 吾* の 方の 陣 をに 
がて は A ダヤ巧 酉は 巧に 淸 巧され て おつを •巧つて ゐる 
のは 巧 巧 的に 巧 在す る ユダヤ 巧 神で あります。 

第-ホ 巧 ホた か 

そこで 本論 にんり をす が、 そづ巧 I にこの がの 化巧大 
巧と ユダヤ 民族と いム もの、 曲な • C れ はどうい ム もの 
であるか とち ひます と、 ホみ 巧爭 の巧發 しそ 巧 因は いろ 
くで ホり まして、 決して I つや 二つの 原因から あ、 い 
ふ が运 つたので は ホ 〇 ません が’ 巧し ュダ卞 人が あ 
の 巧 爭のお 巧に 巧して 非 巧な 巧 略を した ことを 一す 中 上 
げて おく か 巧が あります。 


四 

一九 一四 年 六月 二十 八日に オ— スト リヤ のまな フ - ル . 
デ ナン ド 大公 夫妻が サラ H ヴ ォで唔 巧され ホ。 この 巧 巧 
に當 つたを が 八 人で あつたの であ 〇 まずが、 をのう ちの 
1 二人 プリン チブプ 、グラ I ベス、 カブ リノ ヴィブ チの 三 一 
乂 がを も 巧强な 奴で ホつ を。 さう して フ * ル デ ナン ドえ 
奕は プリン チ ブプの 巧に 中つて 死ん ダので ホり ま すが- 
この プ 9 ン チ， プな るを はお 論 ユダヤ人 であり フ —1 • 

メ I ソンで ある。 それから カブ リノ ヴィ •'チが 巧つて わ 
ら新 間され て 白 化しを ところに 依ります と (こ I ゴちや 
んと 本に をいて をり ますが) 一九-二 年つ まり 時 巧の が 
* 年であります が' フリ I •メ ー ソン リ I のを 譲に がて 
大公の 巧 刑ち 吿 とい ム ことが 巧を されて ゐ たので ホゥ ま 
す。 何 か 巧さなければ ならなかつた かと 音 ふと •大公は 
非常を 巧 巧な 人でありまして、 カィゼルの おぶ でも あつ 
た。 巧う いム 人に オ I スト リヤ 、ハン ゲリ I の ホのを 帝 
に なられて は、 才 I スト リ卞 、ハン ガリ 1 巧の ユダヤ人 
はどうしても 货 せを 仲す ことは 出 巧ない。 つまりれ を 的 
に、 技 治 的に 自み 等の 巧む を ま 巧して 巧く ことは W 巧な 
い。 そこで il を署 にして あはなければ ならない とい ムの 
で， をに段して巧つホ。 が大化の巧因はいろ^みりま 
ザろ けれども、 そのち をの お 因は フ .1 ル デナ ンド乂 なの 


巧 おで わりまず から、 ユダヤ人に 本 » 的の 巧 巧が わると 
いふ ことは をへ るので あります。 

それでは、 大巧 巧终巧 ユダヤ人は どゥ いふ 態 巧を なつ 
ホ かどす ひます と' 彼等は を 生して ゐる 困の ためにを を 
めいて ゐ る。 これは ま々 と大 みを ふところで わり ± し 
て、 例へは イギ 9 K にゐる ユグヤ 人に すれば、 イギ 9 ス 
はおてば 化 i 翁 宜しい •おに イギリスが をけ ホ 0 てが 即困 
らな レ。 とい ふのは 自分 等の 同 巧が 巧 側に もゐ るからで 
ホる ••トイ ツ をり 才 I スト 9 ヤ 、ハン ガ 9 — にも ユダヤ 
人が 巧 山ゐる わら どつ ちがを けても 曲らない とい ふこと 
にを るので あります から* 巧 爭の巧 化が 巧を されを いぅ 
ちは 巧を あ* にを の 困の ためにを した。 唯 アメリヵの ユ 
ダヤ 人は 二つに 分れた。 親獨 汲と 現 巧 汲と に 分れた ので 
ホゥます が、 これ も巧爭 ，或は 巧 巧を 生ずる までには 巧 
かなかつた。 親 巧 おの 連中は ホに 巧觀 的な おなで わつ 
た。 巧し いょ <ド イツが 負ける とい ふこと が 巧ら かに 
なつて からは ドイツに 見切りを つけて 化 爭のホ 巧 わらむ 
を ドイツを 巧し’ 巧 巧 ドイツを 活かす ために 非を に 巧 座 
してを りまず。 

R ホの 巧 用 
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巧う いふ あにして を 国に かれて ユダヤ人は その 田に を 
したので あります が、 併しな 巧は 同時に 自 々等の 巧 化を 
ダん'^ 巧を 上げて 巧く。 それから 政 爭を出 ホる ガけ巧 
用して 大巧を して 巧く とい ふこと ではを を 共 巧で みり ま 
して 非常を 巧按を 巧げ たのであります 。さう いん 場合に 
ユダヤ人は どゥ いふな 巧に 立つ かとす ひを すと ィギリス 
み 方の ユダヤ 人は 巧 守を 巧 おであり’ アメ — 力の 方の ユ 
グヤ 人は 金權 まを をで ホる。 フランスに ゐる ユダヤ人は 
み 巧 ホ 垢 ホで、 ォ I スト* 卞’ 《ンポ 9 — にがいて はれ 
を ホを ホで ある。 ロシヤ にがては ボル' ヴィキ である 
とい ム やうに， 何 おの 固に がても をも是 込みの わる 色 お 
に自 みを 巧へ て 巧く のであります •これが 巧 fc 巧して お 
爭中 彼等は 大巧を したので あります。 その 巧を を 申す 
と、 巧 一には 莫大た をを 手に入れた。 アメ 9 力が 世 巧を 
一の エ类 曲に なつた ことで それが 满 明され るので ありま 
す。 巧 二には だな ま おで わつ たと ころの 巧 かロシ ヤを闽 
してを 色 巧 巧を 巧て た。 これは 非常に 大きを t とで わり 
をす。 アメリカが 今す つたず うを 變化 をし ホのに おら 度. 
いやうな 大きな 事件で ホゥます。. 巧 一二には、 パレス ナナ 
に ユグ卞 巧技の ナシ ■ナル •ホ I ムと いふ ものを 作る C 
とに 巧みし ホ。 第 四には、 田巧撤 巧を 作る ことにが 巧し 
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た。 巧 五には 少巧巧 巧 主を とい ム ものを 塞め させる こと 
に 巧 巧した。 主として このち つであります が、 巧 一、 巧 
二の 場合は おりに も 明らかで るります から 巧 一二、 巧 四、 
第五に ついて 說明 をを します。 

一 化 一六 年、 卽ち 大巧の 巧ン 中の 年に ィギ 9 ス のかを 
おは ユダヤ 民族の 代を をと 『骑 合を 員を」 をる ものを 作 
つてい ろ'-^ 相談が 進められて ゐ ました •さう して 六月 
十四日に ユダヤ人 側から ホの 四つの 巧ネが 提出され たの 
でありを す。 

「巧 一は、 ロ シヤに 住んで ゐるユ ダヤ巧 巧が 政治的、 な 
を 的に 課せられて ゐる惡 いが 件を 撤 おして 货 ひたい。 巧 
二には、 ル I マ ニヤに ほんで ゐる ユダヤ人の 话 巧を 認め 
て 巧ぐ C れを責 原 化して 巧 ひたい。 第ー ニには、 巧 爭の拉 
巧を 巧から おき 取る 地が 巧に 住んで わる ダヤ 人の 巧 巧 
について 宜 言して » かたい。 第 四には、 パレスチナに 對 
する ユダヤ 民族の おを 的の 巧 巧に ついて 巧 巧を 發 して 巧 
ひを い」。 これは ィギリスに その 同盟 曲の 巧 巧に 卞ホ させ 
ょうとい ふので ありまして、 巧 争の 巧 巧が ホガ どうを る 
かさ 〇ぱり 約らず ィギリス としては 同 巧 困に 巧 兼ねを し 
ながら 政つて わるを 中に かゥ いふ 巧 ホを 巧ち 出した ので 
ホり ます。 、 


, ホ 

米 巧の ユダヤ 团巧田 

巧ら ぱ ユダ卞 人は 何ん の ホで 巧ゥ いふを 求を し ホれ と 
言 ひ ± すと、 ホの 事が ぁるので ぁります。 一九 一三 六 年 巧 
月十九日にロイド -ジ， 1ジは夕巧下院で 『巧ちはヴイ V 
ズ マン 氏の おくべき 巧单的 巧瞄に 背々 はか 何に をん とこ 
ろが 參 いかと いふ ことを 知つて をら れ るか どぅか 分らな 
いが、 ワイズマン 氏は 大賊中 ぁる 時 巧に 巧 軍を かつ ホの 
でる る。 それは 虽 砲に 用 ふべ を 或る 插の巧 素が を <盏 を 
てゐた 時、 氏の 天才は それを 解決し をので ぁる。 併し ワ 
イズ マン 氏は 蹄 合 因に 大きな 巧 かを しを 巧 山の ユダヤ人 
の-人 に過ぎないので ある』 とい ふじと を 言つ てを 〇 ま 
す。 ワイズマン， とい ふ 男が 强 巧を 作‘ る 新しい 方法を 弦 明 
して イギリス 軍に 巧 供した のです が、 彼は どぅい ム 人な 
わと いひを すと、 一八 セ 五 年 リス ア ニ*- に 生れた ユダヤ 
人で、 今 大拍と 十な 化です が、 若い 時に イギリスに 渡つ 
て 化 巧を お强 して マン チ* スタ I 大巧の 謀師 をして ゐる 
中に が 大風と なり’ イギリス おすが の 巧 お 黄に 崎な とし 
ての いたので をり ます。 その 時に 今を つ ホ あしい 巧 巧を 
をを した。 現在 ワイズマンは 巧を して ゐ るかと す ひます 
と、 世が シオ- 1 ズム をを のをを をして をり ます。 やす か 


ら ワイズマンは シオ ュズ A 巧 動の 巧 阻です。 化は パレス 
クイン •ジュ I イブ シ》 "HI ジ •ンシ I のを 畏 でも あ 
ります。 しかし イギリスは、 ユダヤ 民族に を ふとじろ が 
夕 いとして ワイズマンは 蹄 合 巧に ホき わ 貢献を し ホ 多く 
の ユダ卞 人の 一人に 巧 ダを いとい ム 。しわら ぱ 他の. ユダ 
ヤ 人は どぅいん もので あつたか。 

巧 一には ウイルソン 大巧 おの 巧 苗に をつ をち 力な ユダ 
ヤ 人で ホり をす。 その 二、 111 を 巧げ てみ ますと， ヘン リ 
I •モルゲン タウ、 これは トルコに ゐた アメリヵ 大使で 
す。 なは ウイルソンが 巧 一回の 大巧 領法 巧に 巧た 時に 巧 
ま « のを 計の 一 冗締を やつを 巧です。 それから ブラン デイ 
ス •大ホ 院の 約まで わると 共に ホ 困に わける シオ = スト 
巧 おの 元 巧でした。 ぶれから バ I ナ I ド •パル ー ク 、こ 
れは巧 力な 织巧 巧で も あるし、 が 大巧 中 軍需 エ 巧のを 員 
ちを やつ ホ 巧で わります •つまり あの 大巧 爭を やる アメ 
9 力の 巧おエ 巧を コント ロ I ルした 人物で ホゥます •そ 
れ からまた お 巧 おに オ 7 ト ー •力 I ン 、大巧の なおでは 
フラン クフ ルタ ー とい ム やぅを 人* ボウ イルソンの 况巧 
にを つたので あります • 

巧 二に イギリス 巧を 見る と， ル I フス •アイザ 7 クス 
(巧の レ ザ ング巧 巧) な 下い ろ < な ユダヤ 乂ボ ロイド- 
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ジ ■ 1 ジの俩 巧に をつた のであります が、 巧う い ム巧力 
を ユダヤ 入は どうい ム巧 かを した かとす ひます と、 巧 時 
中 蹄を 巧に おする アメリカ わらのを なを 巧旋 した。 それ 
からを 後には アメ 9 力を あの 載 爭に參 加 させた ので わり 
ます。 ロイ F •ジ ■ 1 ジの 巧い ぶ 達で あると ころの ル I 
フス •アイザ ブ クスを 二回に 互つ て アメリカに 特巧 大巧 
として 送つて ゐ るので ありを すが、 化は 何を した かとす 
ふと、 アメリカの ユダヤ 入と I 巧に なつて を 曲の 巧 ホを 
したので あります。 ユダヤ人 同を の巧涉 だから 勿 汾两巧 
に 巧 ばれた 譯 であります •またな ひには 現 巧す る ゥイル 
ソンを 楚二 無二が 爭に 入れて おつた のでを ります。 

バルフ ホア 室ち’ 

巧し ユダヤ人 とも あるを がか、 る大 ちかを お 巧で やる 
をはない。 それには 代 巧が あつた。 さつき 申 上げた 四つ 
の 巧 ホが それで わ’ ります。 ところが さクき 申した やうに 
イギリスは ロシヤ とか、 ル I マ ニヤと かに 氣讀 わを レな 
がら 巧 巧を.^ てゐ るか 中に をれ 等の 巧を にで 巧せ ょと い 
ふので すわら イギ 9 K としては 非 巧に 當 巧した。 ね ヶ月 
陆巧 なをした おおか お 大臣 パルプ* アは 「ョ— ロブ パの 
を 局 的が 巧に ちみ、 現在 又は 巧を 巧 巧に をいて、 巧 月 十 
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猶太 历 族と 巧 ♦«!! 

四日 お* まの 趣旨に 巧 ムて赖 合 田 巧に ち 見の 一を を 見る 
であらう との 希望を 持 ホ せる ことは 出 巧ない」 とい ふ 回 
をを しました 。さう すると 巧 もを くない ことが 起つ たの 
であります。 右の 回を がな され ホのは I 九 1 六 年のを り 
.であり ましたが •その 翌年の I 二月に なつて ロ シヤに 革命 
がちつ を •ル ヴォフ をな 巧， 大臣と するな 巧が 巧 化されて 
ユダヤ人 巧な のを 言が 立ち どころ に » 巧され ホ。 餐に W 
くべき ことであります。 而も そのを 命が ガん <巧 おし 
て 遂に 赤色な 巧にまで 化 0 たが ホを ホな の >1 ダ— 中に 
はアメ 9 力から 巧つて 巧を のが 巧當ゐ た。 それ 巧が 巧な 
ユダヤ お 行 决のク I ン • PJ プの 致巧ヮ ルバ I グ わらを 
のが おにな つて ゐ る。 さう いふ C とがが つた もの だから 
ィギリスは 巧な とし ホ。 r 干 ホす る ことは 困 ± る」 とい ム 
と 「ょし、 それち や C つちは ホな で 巧く」 とい ふので わ 
る。 かク して 阳巧 求のう ちの ー クはユ グヤ巧 巧 自ら お 則 
に 巧 化して しまつたので ，ィギリスは 巧 巧して、 後の み 
はを々 なぞみ にして 巧つ ホ。 その-つが I 九 I セ 年 十】 
巧 二日の パル フ ♦ T をす とを つて 現れ ホので わります。 
パレスチナに ユダヤ人の ナシ ■ナル •ホ I A を 作つ て 上 
げるとぃムゎぉをしホものでぁり^4<ず。 これはィギリス 
のかな 大臣 バル フォアから ロ スチ 卞ィル •卜に 送つ ホキ巧 


として 巧を され ホ ものであります。 C の 手 巧は ワイズ マ 
ンが 起を したと いふ ことであります。 

ル I マ ュヤに 住んで ゐる ユダヤ人の 祐 巧が 教聞 酉は、 
パリー や 巧 q 揉に がて お巧强 ひに ル I マ II ヤにま 巧さサ 
ホ。 巧で イギリスは ゥイルソン と共に ユグ ヤ朵 族の 巧 巧 
をと して ホの々 巧に ホて をつ をのであります。 ルー マ，, 
ヤ のかき 小 田と してな 巧 入る のは わを かつた。 をれ から 
巧 爭の結 巧 巧 譲され るが 巧 巧に かける ユダヤ人の « 巧， 
ち 巧は これ も お 論を 巧し ました。 これ 巧の ユダヤ人の 巧 
ホが どぅい ふ 径路を あつて* 現された かとい ふこと をな 
巧を します。 

シオニズム 運 S 

(_) パレス ナナに がける ナシ •ナル •ホ I ム といん 問 
囲 •これは シオニズム 通の のをを 巧であります。 シオ = 
ズ A 巧 巧の 巧； a の 目的は 世 巧 征服で あるが ホづ なて 巧# 
的 ホ 曲 ホる ユグヤ (パ レネ チナ) へのな K 巧 巧を 表を 巧 
にして ゐ るので わります。 C の 巧のは 如何にして 生れた 
かと 宫ひ i すと* 十九 世紀の 巧り に フランスを 巧 段から 
巧 ゎ S かすと 同時にせ 巧 中の ユダヤ 人に 非 巧を 巧 餐を巧 
へた 「ド レイフ* K 巧 か」 とい ム のが あつた。 フランス 


軍 巧の 大 おでを つた ド レイフ * K が 困 巧のを 巧を ドイツ 
に資 つたと いム のが 問題で をつて、 何年 もに 互つて フラ 
ンスを S 巧 させたず 件で ある。 從 つて 化 巧を 困から この 
大事 件を 報道す るた めに お 閒 おの 特疵 なが 巧 山 フランス 
に 巧つ たのであります が、 そのうちに 三 一入 巧 化の ユダャ 
人妃 をが をつ ホので あります。 一人は テオドル •ヘルツ 
ル' ウイン ナの ロスチャイルド 家から 補助金を もら クて 
ゐた 大巧 曲 ノイエ •フライ H •プレブ 七の おを である。 
一人は マブ クス. ノル ド ー、 ベルリンの フ *7 シブ シ王 • 

ツ* 'イ トングの お ホで みる。 もク I 人は ベ ルリ ー ナ •夕 
I ダブ ラ プトの お ホ テオドル •ウ ♦ル フ であります •こ 
の 一二 人は 毎日 その 日の 化 事が 巧む と 必ずが ホしながら 巧 
し をつた。 何を 活しホ かと 言 ふと' 話が は 何時でも ヘル 
ツルの 巧 論で あると ころの 「ユ ダャ 巧を 鼓」 であつた。 
そのことは =1 人のう ちの 一人 ウ ♦ル フが をいて をり ま 
す。 S 入のう ちの ー ホ 年少で、 まとして 巧を がく 方に 遇 
つた ウォルフは 巧 ひには 巧くな つて 「夕 I ゲプラ ブト」 
ク まを になつた のでみ ります ボ 、その ウォルフが 一二 人を 
巧の 巧が を專 いてを わます。 かやう にして へ. ルツ ルの 巧 
が 巧を をみ へて シオ _1 ズム になつ をのであります。 ヘル 
ツルせ 一八 九 六 年に 「ュ ダャ 田」 とい ふ パンフ レ ブトを 
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おし i しを •シオ ュズ A をせ に 巧ん た々 巧で わります。 
その 翌年 (一八 化と 年) には 巧 一巧 シオニスト 大 をを K 
イスの バ I ゼルに 召 巧し ましを が，. ヘルツルは その 時 新 
M 妃 おを おめ て、 シオ-- ズムぷ 動に 一を を 巧げ る ことに 
なつた ので わります。 0 まり シオ- ズム巧 おとい ム もの 
は 狂 十 年が にお 枕 おを ヘルツルに 依つて 生れた もので あ 
る。 そのが 巧が どぅい ム経 おを 取つ てみ 日の 「ジ * I イ 
， シュ • ナシ》 ナ ル • ホ《ム」 といふものになつたかと 
いふ ことを か 上げまず •巧 案に ょると. ーダヤ 人の 「巧 寒」 
を 建 おする ことで ありまし ホが、 ヘルツルは ドイツの 力 
イゼ ルに 依つて このが 畫を黄 現しょ ゥ とし ホので わり ± 
す。 彼の 巧 おを 巧い ザを が 巧 ホに 巧つて 今日の やぅれ も 
のを 作つ たので をり ます。 つまり ユダヤが アラ ビヤ 人の 
住んで わる パレスチナに 巧 入 0 て、 それが ユダヤ 巧 族の 
「ナシ ，ナル •ホ I ム」 でを ると 巧して をり まして • ± 
ことに 不 おおな 走る もので わります が、 ヘルツルは 左 巧 
な ものを 作る つもりでは をかつた のであります。 ワイズ 
マ；^はバルフ*ア宜すをを巧するに巧つて「ナシ-ナル- 
ホ、 ム」 とい ム 宇は 使つ たが、 それは が 年の 一九ニ ハ 年 
に 巧 巧が アラ ビヤち 族に 巧して アラ ビヤ 困を 建が してや 
ると いんめ おを して ゐる ために、 ユグヤ 巧 族の 田家を ア 
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ラ ビヤの 一が々 に 建設 するとぎ くのは 巧 かで なかつ わか 
ら であり ま K * しわし ワイズマンのを をは ヘルツルと 同 
じく 抱く まで も ユダヤ 困を のを おに あつを ので ありま 
す。 パリ やかみ 讓 にたいて ホ 巧々 巧ち ち ランシングが ヴ 
•イズ マンに 『- 巧ナシ •ナル •ホ I A とは どうい ふ もの 
であるか」 とがいた 時に •彼は 『イングランドが イング 
リブ シ ''であると 同じ 程を に パレスチナを ジュ 1 イブ 
シ》 たらしめ る ことで わる」 と 言 クてゐ るので わり ま 
す • 

カイゼルの 巧 sft 巧 

それから カイゼルに 賴つ てこの 計を を* 行し ようとし 
そな 巧で ホり ますが、 カイゼルは 巧みな の 巧り 巧 帝 困の 
巧 方 巧 巧に 挑が しわ 人で あ 0 ます。 從 つて カイゼルは 同 
おがと ユダヤ 巧 巧を 利用し ようとし をのであります。 そ 
れで 一八 九 八 年、 つまり バ I ゼ ルの 第一 回 シオ II スト 大 
をの あクホ 翌年に トルコを 訪ムて イスラ イムの お津 ホで 
あると いふ ことを 宣言し、 さらに 巧 巧を パレスチナ i で 
巧 長して おおな 巧の 一端を 示しを しを。 卽ち カイゼルは 
シオニズム 巧 動のへ ルツん と 打を せて エルサレムで をを 
> してを々 ます。 尤も カイゼルを パレス ナナまで 引 巧す に， 
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ついては ヘルツルが カイゼルの 側近に おして 非 巧に ぷ巧 
をした のであります。 ならば カイゼル におして ユダヤ人 
仿 はどうい ム巧巧 的な おを 持 おけを かと 育 ひます と、 I 二 
ヶ がから 巧る 耍 請であります。. 巧 一に、 ユダヤ人は トル 
n のか » を 眉 代りして やる。 を 曲から 借りた 借金を 一括 
して オ ブト マン •デ ブトと いひます が、. それを ユダヤ人 
が 引受けて やる。 第二に、 その 化り トル n は パレスチナ 
に 巧して A ダヤ 人に 自由を 巧へ ると ころの チヤ ー タ I た 
否ます る。 巧 S に、. パレスチナを ドイツの 巧 塞の 下に 女 
く。 さう いふな 文を つけたの でを ります •ところが 巧 時 
の 世 巧の 巧 巧は カイゼル のな ふやう にならなかつた。 お 
局 ユダヤ 問題を カイゼル にょつて 巧 巧し ょうとの 計 巧は 
資 現しなかつた。 唯 巧 巧た のは パレスチナに 移民を 送る 
小を なが 一つ 出 巧た だけで ホつた。 これを 見て イギリス 
は ユダ卡 固® の 地と して 巧 アフリカの ウガンダを ヘル 
ツルに 提供した 。ヘルツルは 「それでも お 巧 ガ」 とい ム 
ことにな つたが 化の シオ ュズ A の 指 巧を 連中が るな しな 
い、 どうしても パレスチナで なければ いかんと いふ。 さ 
うして ウガンダ 說は立 消えに なつ わが、 イギリスは ユダ 
ヤを 巧を ぶ 巧せ ず、 あにが 大風 中、 ゃを 半端では あるが 
一な の 巧 決を した。 それが 今扣 巧て ゐる パレスチナの ナ 


シ ■ナル •ホ I ム なる もので わりを す。 ところが あすこ 
にゐる アラ ピヤ 乂ボ 巧め から ユダヤ人を 稱 斥して、 今 口 
に 至る まで！ 一巧が は巧爭 をつ r け •巧 巧の パレスチナ 巧 
をを をな 田爭史 にして しを つたので あります。 

困 Rfls のは 立 

ご l ) w お啸 現に おして d ダ卞 人は どゥ いふを にの いた 
かとす ふと* 巧な 谢盟 はがみ 知の 通り 四 年 半も设 巧た る 
大巧 爭 をした 巧で 一を や 巧を 淀な しを いとい ム人 巧のを 
なの 巧 望から 生れた C とに なつて をり ますが-* はユダ 
卞 人は ゴィ を抵巧 化して 自み 等の ための 固 お 巧 盟を作 
つたので ありを す。 アメリカの ウイルソン， ず 曲の ロバ 
I 卜 •七 シル、 南阿の スマ ブッ 等が 巧 おお 盘 のをみ の 親 
とい ム C とに をつて わる けれども •巧 等は 唯を 看 おガけ 
のこと で、 巧 お 節 S まは 大巧 中 巧を 困の フリ I •メ I ソ 
ンの 口*' デで 巧究 されで 巧 巧 上つて をつた ので ありま 
す •その 證が とい. ふやぅな 化を ニクを おしし ます。 その 
- つは 巧盟 のを 法を 日本語で 「骑 巧規 わ」 と 申して をり 
をす •「 規 わ」 とい ふのは 巧ん とい ム 宇を 資しを かとす ム 
と r カゲ* ナント」 とい ム 宇を 身した のでる る。 この 「力 
ヴ * ナント」 とい ム 宇は ユダヤ人の 神で ホる エホ ヴ T 
B-KR 族と 世 11:110 


が •ア プラハ A •ィサク、 ヤコブ 舞の ュダヤ 民族の 斯が 
と 代々 巧 約した ことにな つて ゐ るが、 その 巧 わを 「ヵヴ 
•ナント」 とい ふので みり ます。. エホ ヴァが アブ ラ 《 A 
な 下と 巧め したと いふのは 巧であります 。..エホ ヴ 7 は 巧 
來 ィスラ H ルの 神 巧では をい。 モ I ゼが ちい 時人 おしを 
して 逢げ て 巧つて 賴 つたと ころの マず ヤの 巧な ので わり 
ます。 モ ー ゼの 妻に なつた マ デヤの 神主の 被が、 エホ ヴ 
▼を ユダヤ 民扶に 巧した のでありまして， それまでは ユ . 
ダヤ民 巧は 多# おを 奉じて ゐ ホので す。 巧す るに 巧 約を 
をに 巧て ねる 「ヵゲ* ナント」 とい ふ 宇を 瑜强 のをを を 
表す 宇に 巧 用して ゐ るので みり をす。 度に す 巧 道 巧を 話 
でを ります。 これが 巧 巧の 一つ。 もゥ ーつは 國 巧瑜盟 の 
巧 巧で あり ± すが、 これは フリ ー メ ー ソン リの 化が のを 
面に 現れた ものを おおに してね る。 フリ ー •メ ■■ソン 9 . 
の 巧な はを 口 7 デから 代 お 者を 化して なをを 作る。 化會 
は互涅 にょつて 理事み を 作つて、 巧を をは 冗涅に 化つて 
沒 をを 巧 曲 するとい ム あにな つて ゐ る。 巧た 稀盟の 化な 
は その 巧り であります。 と t ろが フリ I •メ I ソンり に 
は 巧の 巧 巧 化 巧が ある。 このまの 巧 巧が 斯盟 にも ある 
か。 あると して どぅい ふ もので みる かとい ふことは か 冷 
なられて ゐま 甘ん •しわし あると 考へ るのは 正しい。 お 
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はフ 91 •メ I プンリ のが 巧 化 ほが その ミ、 巧 お 巧坦の 
法密 巧な でを つたら ぅと おんので あります。 耍す るに 西 
巧が 取と いふ ものは をく ユダヤ人の 頭から 拍 たもので あ 
る •无年 巧んだ イギ 9ス のぞを な ユダヤ人で 巧扣纪 おで 
も あ 0义± でも ホつた ザングゥィルは 「用な 巧 巧は ユダ 
ヤ 巧の インス ピレ I シ ■ン から 生れた ものである」 とい 
ふこと わすつて ゐる のであります。 ならば 何んで ユダヤ 
人は 田 お 部 巧 作らねば なちたい かと 言 ふと、 苗 巧 巧 お 
の 制 巧に 化つて パレスチナを イギリスのを 巧 巧を 煩に 
し、 その 巧津の 下に 自み 等の ナシ •ナル •ホ I ムを巧 お 
する。 その ホには 少お 民族 巧め とい ム ものを 辖持さ 甘. 
それのを がに 巧な 啸盟を 巧ら せる とい ム巧 巧で ホり ま 
す。 ダから 曲 お巧盟 といん ものは を进 的れ をの 下にを く 
ユダヤ 人の 巧 巧と して 生れた もので わります。 

少數を 巧條巧 

ご一一) 少巧巧 巧 がれ.* ^ はどぅい ム もので わる か。 み 巧に 
寄生す る* ダヤ乂 がその 巧の 政 巧に 巧して 文 巧が ある 瑞 
をには 巧 巧に がへ 曲る ことの 巧 巧る やうに 規を しを もの 
であ 〇 ます。 同が わのを 巧を なす ものは ヴ王ル サイ ュ巧 
ねであります。 一つの 巧を 巧げ ますと、 ポ— ラン F に 脚 
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する 巧 九十 S がで 去ります •それには 「波 商 巧 ハ 其夕巧 
ノ 住巧卜 人な、 言 函义ハ 宗おヲ お-ー スル 其 住ち ノ 利益 ヲ 
巧 巧 スル タメ. ホ タル 同 閣巧及 断を 围ュ オイ テ か 巧卜技 
A ル 規巧ブ 巧な 巧トノ がめ 中. ゴ な クル n トブめ 巧 K 」 と 
いふ ことが 巧を されて をり ます。 

チ エブ n の おを にも 问 なの 文句で 巧を されて をり まし 
て •またる 翰を 团 がみね 巧 巧な 約を 紀ぺ とすつたら おば 
たい 毎には 巧かない。 さぅ して 五つ 化の 围 はこの 巧の 巧 
めを 括 ばされ てを ゎます。 巧ら ばか » 巧 巧な 巧閒 煙に を 
つた ュダ ホ闻 •の 巧 ± はおで あつたかと いふと ル シ* ン； 
ゥルフと いふ 巧 あな 巧 M 妃 おであり ± す。 化は 十四 年 化 
かに セ 十 何な かで 巧に ました。 化は ロンドンの デイ 9- • 
グラフ ィブ ク巧 のか 巧 方面を 指 巧した ことがあ ります。 
長い間 パ 9 ジュ ルナ ル 巧の ロンドン 通信 負で も ありまし . 
た。 ロンドンの ユダヤ 巧 「ジ * I イブ シ ュヴー ルド」 を 
ホ宰 しち こと も ホり ます •「ロンドン •タイ A ス」 にも 软 
巧した じと もみり をす。 また フリ I •メ 1ブ ンリの « 巧 
まで •ロブ ジの グランド •マスタ I でもを りました 。又 
大巧 百科 お 典の 巧 巧に もを 加して をり ます。 わ ゥいム 巧 
力な ュダャ 人が みお 民族 おわの 締 掉に當 り、 化自 を 「ボ 
I ラン F 、 ル I マ- _ ヤ 'ユ I ゴス ラヴィ ヤ 、チ エブ n ス 


ロゲ， キヤ* ギ リシ* に少 かち 庚が わを 持 ば せた」 と 言 
つてを ります。 巧し 彼は をれ で滿 足しを わけでは なわつ 
ホ。 もう-ホ 進めて、 巧く も 困 お 蹄盟に 加入す る 因に お 
しては 巧て 少お 民族な めを おぱサ ょうとし ホので ぁりま 
す •巧し をれ はおりに 巧を ボし •第一 日本と か アメリヵ 
とかい ふや ゥを乂 困に おして そんな ことを 巧な しそと こ 
ろで 巧函 にしを い。 大 困は 巧お惭 おの 巧な 干 ホを 許す は 
ずは だい。 そこで さすがの ィギリス も ゥルフの ホ玻 にが 
巧せ ず、 お 局 ものに ならを かつ ホ。 併し ユダヤ人は ルシ 
* ン •ゥルフのを 巧で 少 巧ち 族條 おの 適用 上 非常に 大き 
な收 巧を 巧た ので ホり ます。 つ ± り 巧へ ば ル I マニ 卞を 
らば ル I マ ニヤに 住んで ゐる ユダヤ人が ル— マ ニヤを 巧 
を訴 へょうと いふ 場を には、 巧へ ば ィギリス ならば ィギ 
リスと いム 困を 巧して 蹄 盟に訴 へる ことに 最初な まつて 
わたので わります が、 ジュネ I ザに 巧な する ユダヤが 巧 
代 おからな 巧骄 おに 訴 へる ことが 出 ホる やうに な 0 たの 
でぁり ホす •つまり ユダヤ 巧 族は 就 巧から 困 おとしての 
待 巧を まける ことにを つ ホので わります。 

ブ〇卜 n I ル 

巧 軍に たおし 致し まし わが、 巧う いふ A にこの かの 世 
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巧お爭 わら ダヤ 人は ホ 巧に 巧 山の お 巧を 得た •どの H 
も ユグヤ 人位 利 盛を 巧た 困は ない のであります。 だから 
謀を は 事 巧が 約る に從 つて 非常に W いた 。 r この 平 巧は パ 
ブ クス • A ダイ カガ 。パリ やかを 落から 生れたち 巧は， I - 
ダヤの やかで ある。 やか おみは ユダヤの 版め である」 と 
いふ おが 居つ そ。 つまり この 前の 胁爭は 何ん のことは な 
い ユダヤ人 のために おはれ ホ。 さう して ユダヤ人の ため > 
に 平巧條 わが 出 ホた ので ありな 卞 。さう いふ 時に 例の 
「プロ トコ ー ル」 とい ふ ものが イギリスで W がされ セ。 

藻 おのす をは 非常に なくなり •プロ トコ I ルを 偽る 論爭 
は 世 巧 中に 起つた。 さう して 巧 巧に もを も 代 ま 的れ 論爭 
は イギリスと アメリカに 起つ たのであります。 イギリス 
にがては 「モ ー ュング •ポスト」 で わり， アメ 9 力に が 
ては 自動 巧 王へ ンリ I •フ ♦ I ドが きら 經巧 する ディ ヤ 
ボ I ン •ィン デ ペン デントが にょつて 論 巧を 驳 つたので 
あります。 モ 1,1 ング •ポストと いふ 新 助は 巧が 巧 糸の 
大巧 曲で をつ ホが、 ユダヤ人 のがむ ところと なつて 経留 
が 立 巧 かなく をり ディリ' •テレグラフ 巧に を 巧され まし 
を。 テレグラフ 波は を 時 子巧バ ー ナムが 巧を して ゐ まし 
そが、 バ I ナムは 今の ィギリスを 帝ジ ■ I ジス 化の 跑父 
に 巧る エド ヮ I ド セ 化に かりな てられた レヴィ •口 I ソ 
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y とい ム ユダヤ人で をり ます。 彼は 皇太子で あつを 時分 
に ホ おを 巧 なぞであつて 巧を とか 女と かに 巧り 切つた も 
ので ホり ます。 おつで 皇太子と しての 收 入では を も 巧へ 
• をい。 そこで 前を を 見を しわ 連中は 化に 金を 巧な てし 
た •ユダヤ人 等は 無利息で どん--^ 用な した。 そのぅち 
の 一人が レヴィ •口 I ソンであります 。さぅ いふ 人物の 
おを する 巧 曲に モ I ニン グ •ポストは を 化されて おつ 
ホ- 巧肉をお脚でをりをず。 それからフ* 1ドの方はァ 
メリ ヵ 切つての 巧 力を であり ますが、 をれ でも ユダヤ人 
にはな はない と 見えて、 ユダヤ人に おへられて、 プ ロト 
n I ルに おする お まは 間違 ひで あると いふ 謝 ザを させら 
れ わので あります。 

反 ユダヤ 巧 力の 《 巧 

その 頃から パブ タタと ユダヤ人に 曲す るみ 擊は 現れな 
くを り •偶に 出る とユ ダす 人を 非證 したために 闲 をを 採 
せられた とか、 何ん とか ユダヤ人に 有利な もの だけで あ 
る。 巧に 角 一 お 巧 巧から おして ユダヤ人の 化 巧 制 巧と い 
ム ことは ま 巧す るので はない かと 考 へられ ホので ホウ ± 
す。 ところが、 これを ぶち 巧す 巧 力が 尚て 來た 。巧-は 
イタ — 1 に ムブソ — I 二 氏が 化て 巧 ー ホに フリ I •メ I 
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ソン リの あを をした。. ついで イタ リヤは ヴ* ル サイ A ほ 
制 かに 立つた。 その後 日本は 滿洲を 巧に 依つて 巧 瞭脯盟 
に挑敌 した。 それょり 先ヒブ トラ I 氏は ドイツのを 销を 
を 抱し ヴ* ん サイ ユ條め そのものに 挑 化した。 巧が 備宜 
言、 ライン ランド 進を 等が をれ であります。 さぅ して 1 
モ巧內 の ユダヤ人 をが： おした。 つまり 一一 本 建で 巧つ た。 
がるに それを 押へ る 力は 無い。 イタ リヤを も、 日本を 
も. ドイツを も 巧へ る 力は 無い。 こ、 にがてが 角 ユダヤ 
民族の 作り上げた ヴ-ル サイ ユ巧 制と いム ものは がれて 
巧つた。 ユダヤ人は 一巧に 非常な 巧 地に 立つた ので あり 
ます。 をれ で 何ん とかして この 局面 打開のを を 薄 じな け 
れ ばなら ない とい ふこと になつ たので ホり ます。 巧て = 
イチエは 巧ぅ いふ ことを 言つ てゐ るので あります T 1 一十 
世紀の 巧 商の 一つは ョ— ロブ パに たける ユダヤ人の 運命 
が お 巧 的に 決を される じと である。 彼等が ルビコン 巧を 
巧つた 今日 巧 等に 巧され たものは ョ I ロブ パの 主人公に 
をる か、 それとも ョ — C ヴ パを をが 失 0 てを ふか どちら 
かで ある。 それは 恰巧 彼等が 太ち H ジプト にたいて 立た 
された ところの 立み と 同じで わる」 と。 巧め を 巧の 中に 
ホるな り、 モ I ゼが ユダヤ人を 連れて 建げ 出す 前に ユダ 
卞 人は H ジプト にたいて 非 巧を 巧 力を 持つ てを つた。 を 


りの 大巧 力で わつ たを &忆； ラオは 彼 巧た 巧 迫し を 0 
である •ョ I ロブ パに めける ユダヤ 人の 巧 位は 太 巧の エ 
ジプト にを ける 巧 力に 匹拓 する もので みる。 それで 巧 等 
はを 巧び 巧 おのは 路に 立たせられ たので わります。 

宋 巧に かける ユダヤの 巧 刀 

ところが ml ロブ パの ユダ卞 人よりも、 もつ と乂 をな 
巧 届と して アメ 9 力の ユダヤ人 問題が 人 巧の 前を に その 
怪異な をを 現した のであります。 彼等 ホ资 はせ 巧 ユダヤ 
巧族のま力となつて、 アメ？力の巧が及アメ—力人の巧 
むに 乗じて 巧 族 的 巧 命を 立な さぅ として ゐ るので ある。 
じれを 巧 もよ く お 巧す る ものは 現 お ルー ズヴ ル トの周 
，巧に 巧つて ゐる 有力な ユダ卞 人の - ffl であります。 ホ 刻 
ウイルソンの 巧 巧に 巧つて ゐた ユダヤ人の ことを 申 上げ 
ましを が、 その ま 中よりも おに 强い ユグ卞 人の I ® が ル 
I ズヴ * ル トど巧 困んで ゐ るので わります。 第-におを 
巧し をければ & らたいのは アメリカの ユダヤ人の 大巧 巧 
パル— クで るり— ます。 が 大駐中 軍 お エ柔を 員 おわ やつた 
バーナ I ド •バル I ク であります。 おりに 彼が 表面に 巧 
なくても® おどう いふ 巧 力を もつ てゐ るかと いふ ことは 
吾々 に 判つ てね るが’ どうい ム譯 かを 巧 アメリカ のな 巧 
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巧 巧と いふ ものに をな されを しを。 その ホに ゥィ ルゾン 
の 巧ぶ モルゲン タゥの がが 現を 大巧 大臣を やつて をり さ 
す。 それから 大を院 の 判を がフ ラバ クフ ルタ— で、 巧ょ 
大ホ なにが ける ユダ卞 人の 巧統を 沿いで ゐる 。それから 
ル 1ズ ヴ t ルト G 人き 對」 て 非を な 干 S を 持つ てゐ 
る 日 I ゼン マン、 巧 器 巧 巧 法の 试巧 をで をる ステ プチ® 

ュ ー ス 等の ユダヤ人 であります of ユダヤ人の アメリカ 巧 
度』 とい ム 本を 見ます とか 何に ユダ卞 人が を 方面に 化て 
ゐ るか、 彼等の 随を がどうい ふ もので あるかは 能くが る 
のでを ゥ ホす。 勿蔚ユ ダヤ乂 としては 現 巧は 巧が の々 i 
時代であります が、 同時に 吾々 他の 人 巧に 取つても 自由 
を お 持す る ことが 出 巧る か’ それとも 失 ふかと いふ $ ホ 
になを されて ゐ るので あります。 巧し これは 茵を 的で わ 
ります S 

ち 生 固まの が 用 

ユダヤ人は 自ら 神の 遥 巧を なて 任じて ゐ る。 化つ てを 
巧 世 巧に 昔な する ものであると 考へ てを ります。 併し 曲 
家 も おければ、 巧 力 も 巧い ユダヤ人 としては どうして 化 
巧に 巧なず るつ もり かとい ふに、 をつ わの 段階を ちす る 
巧 巧を 陰謀に 化つて そこに 巧 達しょ う^する ので ありま 

】 五 
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す。 巧 一にに、 寄生して わる 困の 中の 大强 田に 巧 巧ず 
.る。 この 手段は 彼等が 昔 かちを， H に 至る まで 巧つて 巧た 
巧が 的 手 巧で わります。 巧へ ばバ ピロ ニ 卞に岛 流しに さ 
れてゐ る 時には ペル シ* の サイラスに 巧つて、 おに 巧け 
られ た。 其の後 巧 山 大王に より、 トレ ミ I により 、 PI 
マに より •スン インに なつた。 十 あせ だの 末に 一二 十* の 
ユダャ 人が スペインから 迫つ 巧 はれた 後には 世 巧 巧-の 
海軍 菌 オランダに 賴 つた。 その ホには ドイツに’ その々 
には イギリス •今日は アメリカに なるとい ム やうに、 ほ 
等は 化ず を 代 第一が の 强留を 運んで 其の 巧 力に 乘じ てま 
をを 巧げ ようとす る。 巧 一一の 方法は 自分 等のを 生して ゐ 
る 困に かて 轻巧 的に、 巧を 的に、 なを 的に 自分 等の 化 置 
を 進めて 巧く。 そのために はま 生 巧の 化沒を 巧へ て 行か 
をければ ならない。 彼等は その 手 巧と していろ--^ な 手 
を 巧 ふので ホり ますが •入 巧の 持つて ゐ るを も ほ 級な 本 
能に 乘 じて やる。 さう して 困 家れ をを 巧 ばむ。 或は 巧 金 
の 力に 巧つ てな ばむ とい ふやうな ことを やる。 それでも 
いけなければ ホ 命を やる。— これを 具 ほ 的に 言 ひます と 囲 
巧 的には 强 曲の おに なれて 巧 占 的に 世 ホを、 或は 人 巧を 
エキス プロ イトす るが •それが 巧來 なくなれば 巧 爭をや 
る。 义巧巧 的に いへ ば 自分の 地位を 變 へて 巧く ために 巧 
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巧 曲 お、 れ會を おばむ が、 それが 出 巧ない 瑞 をには をみ 
を やる。 度に 人 巧の ために 危おモ 巧な 結です が、 巧 等が 
自分 まは 神の 塞 おで わると いム考 へを I がしない 限りは 
どうしても 彼等と’ 人 巧との 脚 おは 现巧出 巧を いのです。 
世が としては 巧ゥ いふち へを 持つて ねる 人が を 抱へ てゐ 
るのは 責 にわ 厘 干* である けれども •どうも 止む を 巧を 
い。 

ユダヤ カの 巧 巧 

巧し 化 ホ 中の ュダ卞 人の おは 一千 六 百 萬 位で わる •そ 
んを傕 かなものが どゥ して サ 巧の 危 段を 巧 巧す る ことが 
化巧るか。 いろ^な說巧があるでサろけれども’ おは 
こ、 に 二つの 巧 因に ついて ちへ てみ る。 一つは、 彼等に 
困が 無い とい ふこと であります。 巧が おいとい ふことは 
一見 非常を す おでみ ります けれども、 巧しながら 彼等の 
やうな 巧 故にを つては 國ボ おいとい ふことは 一面に がて 
は 非 巧に 巧 利を ことです'。 それは 巧 巧の 資 巧を 持つ む 巧 
はない わらで あり ± す 。獨立 巧 装の 巧ム資 巧の 中で、 图 
巧 及び 戰爭の 安任は おも 大きな もので ホり ます。 それ か 
ら 彼等は 解な されて ゐ るので ホり ます。 をな 等が 阻を 待 
つてをつた時分には年から年中巧だに巧^^' まことにを 
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まりの おい 固で るりました。 ところが 围を そつて わらの 
彼等は 図 おの 巧營 にち 巧す る 化 おな く かの 巧に 巧つて 巧 
力を 巧 巧す る ことが 出 巧る やゥ になり ましを •もう I ク 
は •彼等は 巧 族と して 非常に 爱 へられて ゐ るからで あり 
ます。 をら く 巧 段 的に これなお へられて ゐる巧 族は お 
い。 彼等の 試 巧は ネプヵ ドネ ザ I ルに 巧ぽ されを 時から 
始まつて ゐ るので をり ± す。 な 巧から 態れ て 四 巧した も 
のです から' 巧が 的 曲 結を お 持す る， わめには 手紙 その他 
の 文を に 佚らなければ ならない、 とい ふので 彼等は 物を 
ホく、 從 つて わを おへる 力を をつ をのであります。 ホに、 
やはり 困 ± か らおれ たために 王 地から 生 巧の 毎を 巧る こ 
-y が出來 ない。 他の 方を にあつて 生きて 巧 かなけ t 王を 
ら ない。 そこ e 彼等は バビロンに をいて 商才を 巧 巧す る 
チャンスを 巧た。 バビロンは 巧 時 大巧 困のを 巧で あると 
同時にせ 巧の 大巧 都で るつた。 そこで 化 等は ホ大な 治下 
にを かれて 十分に 商才を 發巧卞 去 ことが 出 巧た ので あり 
ます。 もう 一つは 曲 巧と 巧 巧た 失つて おつた ものです か 
ら巧巧 自ネが 民族の 代 お ホで あ 0、 I 人 4* が宗 をの 代 
ま ホで わると いふな 信を 持つ やうに をつた。 しかも バビ 
ロンな 巧の 彼等の 巧 あを 見る と、 今す P たやう に 巧ネを 
I すると か、 まは なお 力 及び 文才ゎず ム とか. ホは 巧 
. 養乂 お 族と ホ ホ M« 


人的に 巧ち すると わい ふやう を ことを お 待す る ばかりで 
なく、 巧に 一巧 保 巧す る やうな がみを ホ ざ ホぎ に 得て 巧 
ホので あり ホす。 それが ために 千 六 百 萬 人 ばかりの 小 巧 
巧が 人 巧の 巧 $ 大患と をり 巧る のガ とちへ るので ありを 
す。 さう いふ まが ユダヤ人で ホり まして、 を随を 巧の 一 
主力を なす もので をり ± す。 さう いふ ものと 巧つ て 巧ち 
巧く ホめ には、 吾々 はお 程 巧い 巧 おを 持つ てれ、 らね 壬 
ならない と思ム のであります。 (を) 

(セ 月 二十 五日 ユダヤ 問 巧 房な ♦巧 巧) 
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